
　
教
師
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

援
す
る
、
や
り
が
い
が
と
て
も
大
き
な

職
業
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
や
り
が
い

の
大
き
さ
は
、
時
と
し
て
、
教
師
に
マ

イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
こ
と
を
大
切
に
考
え
る

が
あ
ま
り
に
、
限
界
を
超
え
る
ほ
ど
頑

張
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
は
、
生

に
報
告
し
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
や
り

が
い
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
よ
く
分
か

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
」
と
い
っ
た
思
い
を
抱
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
疲
弊
し
て
い
る
教

師
が
少
な
く
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
教
師
の
仕
事
に
つ
い
て
、
私
が
特
に

心
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
責
任
も
や
り

が
い
も
大
き
い
半
面
、
孤
立
し
や
す
い

と
い
う
点
で
す
。採
用
試
験
に
合
格
し
、

教
壇
に
立
っ
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
生
徒

や
保
護
者
、
同
僚
か
ら
「
先
生
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、本
人
も
周
囲
も
、

「
先
生
だ
か
ら
で
き
て
あ
た
り
前
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
疑
問
や
悩
み
が

あ
っ
て
も
周
り
に
相
談
せ
ず
、
１
人
で

抱
え
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
な
り
が
ち

で
す
。

　
少
し
古
い
調
査
で
す
が
、
平
成
25
年

3
月
の
文
部
科
学
省
「
教
職
員
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
検
討
会
議
」
の
最
終

ま
と
め
に
よ
る
と
、「
仕
事
や
職
業
生

活
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
を
相
談
で
き
る

者
の
有
無
」
に
対
す
る
回
答
で
、
相
談

で
き
る
人
が
い
る
と
答
え
た
の
は
、
一

般
企
業
の
労
働
者
が
89
・
０
％
だ
っ
た

の
に
対
し
て
、
教
職
員
は
45
・
９
％
で

し
た
。
若
手
教
師
は
、「
分
か
ら
な
い

こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
自
分

で
頑
張
ろ
う
」、ベ
テ
ラ
ン
教
師
は
、「
自

分
に
は
自
分
の
や
り
方
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
こ
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
い
っ
た
思

考
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
ど
ち
ら
も
孤
立
し
て
い
る
状
態
と
言

え
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
授
業
や
学
校
行

事
の
あ
り
方
が
変
わ
り
、
１
人
１
台
端

末
の
整
備
や
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実

施
な
ど
、
学
校
現
場
は
今
、
大
き
な
変

徒
が
か
か
わ
る
事
象
を
自
分
自
身
の
こ

と
と
し
て
捉
え
て
し
ま
う
、「
自
我
関

与
」
の
傾
向
が
強
い
た
め
で
す
。

　
高
校
教
師
に
な
っ
た
、
私
の
教
え
子

の
１
人
は
、
仕
事
が
ハ
ー
ド
で
あ
っ
た

が
た
め
に
、
新
採
１
年
目
に
５
キ
ロ
以

上
痩
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、

「
卒
業
式
の
日
に
生
徒
か
ら
、『
僕
み
た

い
な
生
徒
を
見
捨
て
な
い
で
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
言
わ

れ
た
ん
で
す
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に
私

かたやま・のりこ
京都教育大学 連合教職実践研究科 生徒指導
力高度化コース 教授。編著書に、『職員室を
つくる承認の科学−学校を働きがいのある
職場にするためのヒント』（ジダイ社）、『やっ
てるつもりのチーム学校−協働が苦手な先
生たちも動き出す校内連携のヒント』（学事
出版）などがある。

ビジョンを共有し、
互いを認め合いながら、

持続可能な
教師集団をつくる

京都教育大学 連合教職実践研究科 教授
片山紀子

前ページまでの4つの事例から、教師間におけ

る豊かなコミュニケーションを通じた安心・安全

な人間関係の構築や、教師が日々の業務の負担を

軽減しながら、生徒たちと向き合う時間を確保す

るための教育活動の精選が、持続可能な教師・学

校であるために必要な要素であることが見て取れ

た。では、そうした要素を実現するにはどのよう

な考え方や方法が求められるのだろうか。学校に

おける「チームづくり」の支援に取り組む、京都

教育大学の片山紀子教授に聞いた。

識者解説

教
師
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く

変
化
に
対
峙
で
き
る
職
員
室
に
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化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
授
業
、
学
級

経
営
、
そ
し
て
地
域
連
携
で
も
、
新
し

い
取
り
組
み
や
、
検
討
を
し
続
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
山
積
し
て
い
る

中
、
教
師
に
は
、「
ワ
ン
オ
ペ
」
か
ら

の
脱
却
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
個
々
の
教
師
が
個
別

に
力
を
発
揮
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

う
し
た
教
師
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
力
を

結
集
さ
せ
、
相
乗
的
に
高
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
組
織
を
、
意
図
的

に
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
考
え

方
や
方
法
を
、
主
に
管
理
職
や
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
の
視
点
で
説
明
し
ま
す
。

　
教
師
が
孤
立
し
な
い
学
校
、
職
員
室

（
図
１
）
は
、
意
図
的
に
つ
く
っ
て
い

く
も
の
で
す
。
放
っ
て
お
い
て
は
よ
い

人
間
関
係
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
ま
ず

は
管
理
職
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
教
師

が
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
教
師
が
孤
立
し
な
い
学
校
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
必
要

で
す
。
こ
こ
で
言
う
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、

「
私
た
ち
の
学
校
の
生
徒
が
、こ
う
な
っ

ご自身が勤める学校の職員室の状態を、下の表でチェックすると、どのフェーズに該当するでしょうか。フェーズ 0 が１番よい状
態で、教師一人ひとりが主体性を持ちながらも、孤立せずに働くことができている職員室です。そしてフェーズ３が、１番苦しい
状態の職員室です。もしかすると、「私の学校の職員室はフェーズ 3 か 2 だ」といった先生もいらっしゃるかもしれません。しかし、
決して過度に悲観しないでください。フェーズを下から上に上げていくためには、うまくいくように校内のシステムを整えること
がまず必要ですが、そこから先は、実はそれほど時間を要するわけではありません。なぜなら、互いに認め合う関係ができ始める
と、急速に職員室が楽しい場所になり、さらに、互いを認め合うようになるからです。大切なのは、自校の職員室がどのような状
態にあるのかを把握し、よりよくしていこうという気持ちを持つことです。（片山教授）

片山教授からのアドバイス 1
自校の職員室の「フェーズ」を知る

フェーズ 職員室の状態 教職員の状態 管理職の状態

フェーズ
０

認 められ 感
が あ り、 主
体 性 のある
職員室

■ 教職員同士が緩やかに認め合いながら、困り事などを相談する雑談が日
常的に多い。

■ 授業や諸活動に目標を持って取り組んでおり、自己効力感に満ちている。
学校に誇りを持っている。

■ 自分は何を期待されているのかが分かっており、職員室には柔らかな一
体感がある。

■ 教職員同士で問題を解決しようとする。

• ビジョンがあり、リーダーシップが取れてい
る。たとえ教職員と考えが一致しない場合
であっても、議論することを常としており、
コミュニケーションし続けようとする。

• 各場面でできるだけ前に出ず、教職員に任
せるようにしている。

• 教職員を認め、教職員が自己決定できるよ
うに自由を保障している。

フェーズ
１

認 められ 感
の あ る、 ま
あまあ 安 定
した職員室

■ 教職員同士に認め合う雰囲気がある。
■ 授業や諸活動に取り組み、自分に期待されていることを行う準備がある。
■ 教職員には、学校に対する大きな不満は特にない。その一方で、思考が

停止しやすく、前年度踏襲が多い。

• 校長と教頭のコミュニケーションが一定程
度取れて、ビジョンもリーダーシップもあ
る。ただし、やや硬直化したリーダーシッ
プである。

• 教職員を承認したり、自由を保障したりす
る点が、やや形式的である。

フェーズ
２

認 められ 感
が な く、 崩
壊 の 兆候が
見ら れる 職
員室

■ 職員室の居心地はあまりよくない。
■ できる先生とできない先生の区別が見えやすい。
■ 管理職や同僚から認められる機会が少なく、自分への期待を自覚しにくい。
■ 互いに意見を出すことを自重し、顔色をうかがいながら仕事をしている。
■ 教職員同士に認め合う雰囲気があまりなく、教職員間の悪口が時々聞こえ

る。
■ 教職員がグループ化しやすい。
■ 学年経営等、分掌が機能しにくくなり、生徒指導等の事後処理に追われて

いる。

• 校長にビジョンがなく、リーダーシップも弱
い。

• 校長は高圧的に命令しようとする。
• 校長はさほど危機感を持っていない。
• 教職員との関係はシラッとしていて、溝が

ある。

フェーズ
３

認 められ 感
の な い、 崩
壊した 職 員
室

■ 職員室に寄りつかない教職員が多い。
■ できる先生とできない先生がはっきりしている。
■ 教職員のグループ化も見えやすい。
■ 教職員同士に認め合う雰囲気はなく、教職員間の悪口やいじめが日常的

にある。
■ 教職員の中に不満がくすぶっており、職員室に笑い声がない。
■ 教職員は覇気がなく、疲れている。
■ 教職員の退職や異動の希望、精神性疾患による休職が続出する。

• 校長にはビジョンもリーダーシップもなく、
諦めモードである。

• 校長は校長室にこもりっきりで、教職員に
無関心だったり、反対に職員室に常時出入
りし、高圧的な態度で指示をしたり、ハラ
スメントをしたりしている。

※片山教授の資料を基に編集部で作成。

職員室のフェーズ図1

ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
に
よ
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
の
教
師
を
つ
な
ぐ

生き生きと働き続ける特集
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た
ら
い
い
な
」
と
い
っ
た
夢
、
生
徒
の

姿
で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
は
、
育
成
を
目
指
す
生
徒
の
姿

を
描
く
こ
と
が
出
発
点
に
な
る
た
め
、

静
岡
県
立
富
士
東
高
校
（
P. 

12
〜
15
）

で
も
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

焦
点
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
た
教
育
活
動

の
精
選
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
東
京

都
・
私
立
東
一
の
江
幼
稚
園
（
P. 
10
〜

11
）
で
は
、
園
長
が
様
々
な
場
面
で
、

大
切
に
し
た
い
保
育
観
を
保
育
者
に
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
日
常

の
遊
び
を
分
断
さ
せ
な
い
視
点
で
の
行

事
の
精
選
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
土
台

に
あ
る
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
た
め
に
は
、
目
の

前
の
子
ど
も
を
よ
く
見
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
高
校
の
先
生
方
で
あ
れ
ば
、
一

口
に
「
生
徒
」
と
言
っ
て
も
、
そ
の
実

態
は
、
学
校
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
自
校
の
生
徒
を
ど
の
よ
う
に
育

て
て
い
く
の
か
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

く
た
め
に
は
、
日
々
の
生
徒
の
姿
を
つ

ぶ
さ
に
見
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん

し
、
そ
れ
は
一
部
の
教
師
の
力
で
で
き

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ョ
ン

を
と
も
に
描
き
、共
有
す
る
た
め
に
は
、

ベ
テ
ラ
ン
の
教
師
も
若
手
の
教
師
も
自

由
に
思
い
や
考
え
を
言
え
る
職
員
室
を

つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
年
齢
や
キ
ャ
リ
ア
の
違
い
を
超
え
て

自
由
に
語
り
合
え
る
場
を
意
図
的
に
つ

く
っ
た
事
例
が
、
福
井
県
・
私
立
福
井

南
高
校
（
P. 

６
〜
７
）
の
テ
キ
ス
ト

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
活
用
や
「
校
内
カ

フ
ェ
」、
徳
島
県
立
城
南
高
校
（
P. 

８

〜
９
）
の
メ
ン
タ
ー
制
度
で
す
。

　
し
か
し
、
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー

ル
や
メ
ン
タ
ー
制
度
を
導
入
し
さ
え
す

れ
ば
、
自
由
に
思
い
や
考
え
を
言
え
る

場
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

城
南
高
校
の
板
谷
和
輝
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
先
生
方
が
自

由
に
語
り
合
え
る
場
は
複
数
パ
タ
ー
ン

必
要
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
合

う
場
を
選
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
２
校
に
は
、
教
師
同

士
で
自
由
に
語
り
合
う
風
土
が
そ
も
そ

も
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル

や
メ
ン
タ
ー
制
度
に
よ
っ
て
、
そ
の
風

土
が
さ
ら
に
豊
か
に
な
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
自
由
に
語
り
合
え
る
場
づ
く

り
は
大
切
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
場
を
う

ま
く
活
用
で
き
る
職
員
室
の
雰
囲
気
づ

く
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
教
師
同
士
が
自
由
に
語
り
合
う
風
土

を
つ
く
る
た
め
の
方
法
と
し
て
先
生
方

に
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、「
事
実
承
認
」

と
い
う
コ
ー
チ
ン
グ
の
手
法
で
す
。

　
事
実
承
認
は
、
文
字
通
り
、
相
手
の

行
っ
た
言
動
（
事
実
）
を
そ
の
ま
ま
承

認
す
る
こ
と
で
す
。「
今
日
も
元
気
そ

う
だ
ね
」「
難
し
そ
う
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
ね
」
な
ど
と
、
校
務
に

取
り
組
む
様
子
を
見
た
ま
ま
、
肯
定
的

に
言
葉
に
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
相

手
は
、「
自
分
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
見

て
く
れ
て
い
る
」
と
、
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。そ
れ
が
互
い
を
認
め
、

自
由
に
思
い
や
考
え
を
言
い
合
え
る
職

　教師一人ひとりが孤立せず、互いに認め合いながら働き続ける職場をつ
くる1つのアクションとして、「事実承認」を紹介しました。事実承認を通
じて、所属する学校、職員室をよりよくすることは確かに大切なことですが、
先生方には、自分の学校、職員室以外のコミュニティーに参加することも
お勧めしたいです。所属するコミュニティーが増えれば、当然、認められ
る機会が増え、その観点も多様になります。自校の職員室で持つものとは
異なる「認められている感覚」を味わえるのです。先生方が生徒に部活動
やボランティアの参加を勧めるのは、クラス以外のコミュニティーに参加
してほしいからだと思いますが、先生方にも同じことが言えるのではない
でしょうか。
　もちろん、異なる価値観や興味・関心を持つ人たちが所属するコミュニ
ティーに参加するのは勇気が必要でしょうから、無理をしてまで、学校と
全く無縁のコミュニティーに参加することはありません。徳島県立城南高
校（P.8〜 9）の中本先生も、担当する教科が異なる板谷先生との日々の会
話の中で、教師としての幅が広がったと語っています。校内の他教科、他
学年、他分掌の先生との会話を心がけてみるのもよいと思います。
　今まで自分が所属していたコミュニティーを離れ、それまでとは違った
視点で自分を振り返ると、ずっと気になっていたことが、「もしかすると大
したことではないのかも」と思えることもあるものです。いろいろな人と
話すことで、自分の見方・考え方が変わることはあるでしょうし、新しい
アイデアも浮かんでくると思います。（片山教授）

片山教授からのアドバイス 2
異なるコミュニティーへ参加してみる

管
理
職
、
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の

事
実
承
認
が
学
校
を
変
え
る
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員
室
づ
く
り
の
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　
事
実
承
認
を
行
う
た
め
に
は
、
相
手

の
こ
と
を
よ
く
見
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
普
段
の
職
員
室
で
の
ひ
と
言
も
事

実
承
認
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
ら
、
聞

て
行
い
ま
す
。「
○
○
先
生
、
い
い
笑

顔
で
す
ね
」「
○
○
先
生
の
今
の
指
摘

に
私
は
納
得
し
ま
し
た
」
と
、
事
実

を
言
葉
に
し
ま
す
。
最
初
は
互
い
に
ぎ

こ
ち
な
さ
を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
う
ち
に
慣
れ
、
職
員
室
の
雰

囲
気
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
１
、２

回
だ
け
事
実
承
認
の
声
か
け
を
し
て

「
何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
諦
め
て
し
ま

う
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
先

生
方
が
ク
ラ
ス
づ
く
り
に
時
間
を
か
け

る
よ
う
に
、
１
か
月
、
１
学
期
と
、
信

念
を
持
っ
て
続
け
て
く
だ
さ
い
。
必
ず

教
師
間
の
関
係
性
に
変
化
が
生
ま
れ
ま

す
。

　
今
回
の
事
例
は
、「
雑
談
」
と
い
う

言
葉
も
キ
ー
ワ
ー
ド
の
１
つ
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
雑
談
は
自
由
な
お

し
ゃ
べ
り
で
す
が
、
雑
談
が
教
育
観
の

共
有
や
教
育
活
動
の
改
善
に
つ
な
が
る

の
は
、
教
師
た
ち
に
ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
事
実
承
認
を
行
い
、
互
い
が
認
め
合

う
安
心
感
を
味
わ
う
こ
と
で
、
教
師
一

人
ひ
と
り
が
思
い
や
考
え
を
言
い
や
す

く
な
れ
ば
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有
で
き
ま

す
。そ
う
す
る
と
、雑
談
が
今
ま
で
以
上

に
し
や
す
く
な
り
ま
す
。そ
う
な
れ
ば
、

P. 
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図
１
で
示
し
た
職
員
室
の
フ
ェ
ー

ズ
は
大
き
く
改
善
す
る
は
ず
で
す
。

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
自
分
と
は
違
う

意
見
で
あ
っ
て
も
「
確
か
に
そ
う
い
う

考
え
も
あ
り
ま
す
ね
」
と
、
そ
の
存
在

を
承
認
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
自
分
の
心
に
留
ま
っ
た
事

実
を
相
手
に
伝
え
る
際
に
は
、「
ア
イ

メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
心
が
け
ま
す
。「
私
は
4

4

、

○
○
先
生
の
板
書
は
見
や
す
い
と
思
い

ま
す
よ
」「
昨
日
の
学
年
集
会
で
の
○

○
先
生
の
説
明
は
、
私
は
4

4

と
て
も
よ
く

理
解
で
き
ま
し
た
」
の
よ
う
に
、「
私
」

を
主
語
に
す
る
の
で
す
。

　
ま
た
、教
師
は
よ
く
、「
○
○
先
生
は
、

授
業
が
上
手
」「
○
○
先
生
は
、
生
徒

へ
の
声
か
け
が
う
ま
い
」
と
い
っ
た
言

い
方
を
し
ま
す
が
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う

に
よ
い
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
教
育
効
果
が
表
れ
て
い
る
の
か

を
具
体
的
に
言
葉
に
す
る
こ
と
で
、
相

手
の
自
己
効
力
感
、
自
己
肯
定
感
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
昨
年
は
こ
れ

だ
け
で
き
て
い
た
け
れ
ど
、
今
年
は
さ

ら
に
こ
れ
も
で
き
た
の
で
す
ね
」
な
ど

と
、
他
者
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
人
自
身
の
進
歩
を
認
め
て
あ
げ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
事
実
承
認
は
、
管
理
職
や
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
が
職
員
会
議
な
ど
で
率
先
し

学校を教師にとって持続可能な場所とするために
は、教師間の豊かなコミュニケーションや教育活
動の精選などが欠かせない。しかし、それらを実
践していくためには、管理職やミドルリーダーが、
以下のようなステップで、教師間のつながりを
じっくりと強めていく必要がある。

❶ 認め合える人間関係を構築
事実承認を大切にし、日々の学校生活の中で互い
を認め合う声かけを行うことで、教師一人ひとり
における学校の居心地のよさを高める。

❷ 生徒を話題にビジョンを語り、共有する
互いを認め合う風土を職員室に育みながら、年齢
やキャリアの違いを超えて、「生徒にはこのように
なってほしい」と、目標とする生徒像を語り合う。

❸ 自校に合った施策を検討
互いに認め合う関係の中で共通のビジョンを描け
たら、教育活動の精選や校内研修、教師間のコミュ
ニケーションのあり方などを具体的に検討する。
※片山教授への取材を基に編集部で作成。

教師が生き生きと働く、
持続可能な学校づくりのための

３つのステップ

「職員室を先生たちの学びの場に」をテーマとした片山教授のお話が動画で視聴可能

〈YouTube 片山紀子 Channel〉
https://www.youtube.com/channel/
UCg23jaafpa81V4pJ3PT2q2w
現在、「職員室を先生たちの学びの場に」とい
うテーマで、片山教授、京都教育大学の冨永
吉
よし

喜
き

教授、同志社大学の太田肇
はじめ

教授が語り合
う、全4回の動画を公開中。事実承認の大切
さと取り組み方などを解説している。

生き生きと働き続ける特集

19  高校版  2022 June

0-01-J-22906-001 2022 年度 VIEW next 高校版 6 月号 18 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/07
玄塲

再
念
校

06/09
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22906-001 2022 年度 VIEW next 高校版 6 月号 19 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

06/07
玄塲

再
念
校

06/09
芳賀 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P16-19_view-next-koukou-6g.indd   19P16-19_view-next-koukou-6g.indd   19 2022/06/09   10:152022/06/09   10:15


